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（協議経過） 

１ 障がい福祉センター所長挨拶 

○佐々木事務局員 

ただいまから第３回相談支援部会を開催さ

せていただきます。まずセンター所長からお

願いいたします。 

 

○山本委員 

皆様、こんにちは。障がい福祉センターあ

しすと所長の山本でございます。日頃から大

変お世話になっております。前回９月の開催

時はかなり暑かったのですが、今日はもうだ

いぶ寒くなったということでえらく違いがご

ざいますけれども、本日もご参加いただきま

して誠にありがとうございます。 

相談支援部会といたしましては、これまで

令和４年度、５年度にわたり、相談支援の立

場から足立区の地域課題に焦点を当てて、意

見交換を重ねていただいておりました。本日

の部会では、まず過去の意見交換から浮かび

上がった問題を整理して、相談支援が果たせ

る役割や作成したツールの有効活用方法など

をご協議いただきたいと思います。続いて、

来年度の取り組みに向けて皆様のご意見をう

かがい、課題解決の優先順位を付けるなど実

施の方向性を確認したいと存じます。皆様の

知見とご協力を元により効果的な方針を共有

して参りたいと思いますので、本日もぜひ活

発な意見交換をよろしくお願いしたいと思い

ます。 

それからこの場をお借りしまして、障害者

週間記念事業、本庁舎の方で実施いたしまし

たので、ご報告させていただきたいと思いま

す。１１月３０日から１２月６日までの７日

間行いまして、来場者数は４０３６名でした。

昨年もそうですし、コロナ渦の前よりもたく

さんの方にお越しいただきました。色々ご協

力、またご来場等ありがとうございました。

それではどうぞよろしくお願いいたします。 

 

○佐々木事務局員 

ありがとうございました。それでは議事に

入る前に今日の配布資料です。お一人お一人

には、相談支援部会次第と裏に席次表が載っ

ている１枚が、今日の皆さんへの配布物です。

それからテーブルの上に、１組ずつ乗せてい

ただいておりますが、今日はまとめの作業と

いうことで、令和４年度から始まっているこ

の取り組みに関して、思い出しもしていただ

きながらということで、全議事録を机の上に

置かせていただいていますので、議論をされ

る際に、参考にしていただければと思います。

それから表について、Ａ４の表とＡ３の表を

お配りしていますが、これについて簡単に説

明をさせていただきます。これも今後の、足

立区を考えていくのにもしかしたら必要かな

ということで、作らせていただきました。Ａ

４の横のものにつきましては、足立区の障が

い福祉サービスの状況ということで、タイト

ルはつけさせてもらいましたけれども、足立

区の基礎数です。人口や障がい者数などを左

側にならべており、右側は障がい福祉サービ

スの種別ごとの足立区の施設の数です。それ

から実際に支給決定をされている方の数字を

入れさせていただいています。同じようにＡ

３の横の表ですけれども、これは、足立区の

課題を見ていくというのが我々のやっていく

ところですが、実際に東京２３区はどういう

状況なのかというところも少し広く見れると

いいかもしれないというところで、数字の方

を拾っています。２３区の状況を、書かせて

いただいています。これの出元は、東京都福

祉保健局の月報で、実際の数字をとっていま

す。それから施設の関係で、事業所数につい

様式第２号（第３条関係） 
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ては福ナビです。東京福祉ナビゲーションで

出ているものを、これはちょっと加工したも

のになります。今２３区の状況を確認しなが

ら数字に起こさせていただいているものです。

参考にしていただければと思います。 

それから今回も、同じように議事録は録音

させていただいて、後でしっかりと起こせる

ようにしたいと思っておりますので、記録の

方は取らせていただいております。発言の際

は、お名前を言っていただいてから発言をし

ていただきたいのと、きちんと正確に拾える

ようマイクでの発言をお願いしたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。それでは議

事の方に移ります。ここからは森部会長よろ

しくお願いいたします。 

 

２ 議事 

○森部会長 

改めましてよろしくお願いいたします。本

日はグループワークということで、２つのグ

ループに分けさせていただいて、一つはこれ

まで今年度取り組んできた足立区の課題、昨

年、今年ですね。２カ年で取り組んできたも

ののまとめ。それともう一点は次年度に向け

ての取り組みということで、皆さんで話し合

いをしていただいて、各グループが最後発表

していただくという流れになります。詳細を

やっていただくことは事務局に説明していた

だいてもいいですかね。はい、よろしくお願

いいたします。なので、２時、３時半位まで

は、そんなグループワークをしながら進めて

いきたいなと思っておりますのでご協力いた

だければと思います。手順の方、事務局の方

から説明お願いいたします。 

 

○佐々木事務局員 

手順についての説明をさせていただきます。

今日は大きく二つということで、一つ目はこ

れまでもやってきたことのまとめ。もう一つ

は次期相談支援部会の方で検討していくこと。

二つの取り組みをしていただきます。それで

はじめのものは、これまで行って、２年間通

してですね、足立区の現状を皆さんで見てき

たりとか、課題の方も共有したり、いろいろ

なものを変更、作成してきたと言う所があり

ます。この辺を、改めて話し合いをしていた

だいて、ホワイトボードを用意してあります

ので、そこに書き込みをしていただきながら、

見える化をしていただきたいと思います。足

立区の地域課題の方までまとまりましたら、

その中から、相談支援部会として取り組める

ことはどういうものがあるかというところも

お話いただき、実際に選んでいただいたもの

については具体的な取り組み、こういう風に

するとできるかなみたいなところをまたお話

をしていただいて、まとめになるかなと思い

ます。 

二つのグループでできましたら、報告をし

ながら確認をしていくといったような作業を、

これからしていただこうと思います。それか

ら適宜ですね、必要でしたらということでグ

ループに１台ずつＰＣが入っておりますので、

そういったようなものも使いながら確認をし

ていただければと思います。それから地図に

ついてですが、前回皆さんにも触っていただ

いて感想をいただいているところですけれど

も、入り方として、事業所をベース入ってき

ているんですけれども、やっぱり障がいベー

スで入っていくと見やすいかもしれませんと

いうようなご意見もいただいたところです。

それで全サービス種ではないんですけれども、

一先ずグループホームと相談支援の部分につ

いては、障がい種別ごとに入れるように作り

方を変えています。今こちらに映っているも

のですけれども、これはあの相談支援のもの

で、少し字が潰れてしまってはいますけれど
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も、児童、それから身体、精神、知的、難病

という形で、障がい種で分けたものになりま

す。例えば児童の相談支援というふうにしま

すと、このような形で出てくるので、ここか

らですね、「お近くね」、「どういうところ

があるかな」なども見ていただきながら、使

っていただけるのではないかと。それから知

的の障がいの方ということであれば、これま

では全部の事業所が出てきていたので、そこ

から知的の対応ができる所を探すとなってい

ましたが、今度は知的というところを押して

いただくと、対応できる事業所が地図上に並

んでくるというような形で作らせていただい

ております。同じようにグループホーム。グ

ループホームについても種別に分けてありま

して、例えば知的障がいのある方、グループ

ホームも探しているとなりますと、ここに対

応できるとグループホームが出てくるという

ところになっています。あとは前回ですね、

あだちの里さんの方が非常に数多くグループ

ホームを持っていらっしゃるということで、

全部があだちの里地域生活支援センターとい

うことで出てきていて、よくわからないとい

う話もありました。それなので今回はですね、

あだちの里さんのところはグループホームの

名前までということにさせていただいていま

すので、若干修正もしながら作ったところに

なります。ですのでこのあたりの使い勝手も

テーブルのところで確認できますので、やっ

てみていただいて、また改めてご感想もいた

だきながらいいものを作っていければと思い

ますので、よろしくお願いします。 

時間が充分ないかなというところがありま

すけれども、各テーブルでですね、進行の方、

それからホワイトボードに書く方みたいなと

ころも決めていただきながらですね、進めて

いただきたいなと思います。進めるにあたっ

てわからないことがある場合は、事務局の方

も入りますのでよろしくお願いいたします。

それではよろしいでしょうか。 

 

～グループに分かれて検討～ 

 

○森部会長 

それではすみません。一回締めさせていた

だき、中間のご報告聞かせていただけたらと

思います。今足立区の地域課題のまとめとい

うところで出していただいて、具体的な取り

組み方法まで、もし出てなくても構いません

ので、どのぐらい進んだかなっていうのを発

表していただけたらと思います。どっちが１

グループで、どっちが２グループ。青木さん、

中出さんでいいですか。お願いします。 

 

〇 青木委員（１グループ） 

うめだあけぼのの青木でございます。話し

ている最中にどんどん書かせていただいてお

りますので、皆さん後程、２グループの方は

近くまで来ていただければと思いますが、足

立区の現状としてということで、例えば人口

が多い区なんだみたいなとか、その人口に比

して障がい者が多い区なのではないかという

ような話ですね。事業所でいうと相談支援事

業所はあるのだけれども、一人事業所、一人

で事業を運営されている方も多いのではない

かという話もありました。足立区ってどんな

方達が暮らしているか、どんな状況なのかっ

ていうことでいうと、集える人とか会える人

は相談することができていたり、援護係に行

くと模範回答が得られるであるとか。一方で、

例えば集えない人、会えない人が孤立してい

たりとか、本当だったら相談につながったら

いいのになあっていう方が相談につながりに

くい現状もあるのではないかというような、

そういう現状があるのではないかということ

ですね。あと世代間の差も非常に広がってい



5 

 

る状況ですので親、保護者の方、ご家族の考

え方とか、保護者の方の自己実現に対する考

え方の違いなどもあったり、あるいはデジタ

ルツールを扱うことができる人達が、早く資

源を見つけることができるような状況になっ

てるんじゃないかっていう話でした。 

あと資源マップについて確認しました。資

源マップはすごい成果だなと思ったんですけ

ど、手元に福祉事務所があるみたいっていう

発言があったりしましたね。あと資源マップ

は、改めてやっぱり見てみると、例えば家か

らの距離感がわかるとか、一度に検索できる

とか、そこからホームページに紐づいていて

つながれるとか、人を介すことなく、つまり

関わる相談した相手の能力に関係なく、一瞬

にして色んな情報を得ることができるという

良さがあるなんていう話もありました。足立

区の地域課題としてはですね、需要と供給の

バランスは良くないかも、色々なその資源で

すね、バランスの悪さであるとか、つなぐ場

所つなぐ人を確保していくっていうことは、

やっぱり必要なのかな、あるいは相談先に満

足できてない人もいるんじゃないか、なんて

いうことも意見としてはあります。例えば親

なき後の相談課のような、縦の親亡き後を見

据えて相談できる、そんな課がもしかしたら

あってもいいのかもしれない状況なのかなっ

ていうような話も出ています。 

あと地域課題としては、例えばＰＲ不足の

ようなものが、例えば基幹さん、民生さんと

かもあるのかもしれないかなというご意見も

ありました。ただ、一方で人に任される部分

もあるんですけれども、やっぱりその熱意だ

けでは対応できないとなった時には、人が活

用できるような資源も増やしていく、あるい

は相談できる人、事業所も増やしていくのも

必要なのかななんてことですね。支援者も支

援が必要な方もつながりが必要、仲間を作る

こととかネットワークが必要で、例えば資源

マップがあったとしても、そこからこぼれる

方、そこにアクセスできない方については、

別の方法できちんと相談行動ができる、そう

いう仕組みがやっぱり必要なのかなというこ

とですね。 

２年間で、今期の２年間で、色々な見える

化の成果としてはものすごくあの頑張ったね

っていう、頑張ったんですよね。すごい頑張

っていただいて、網羅されている成果物がで

きたかなというふうに思いますが、ただこれ

やっぱりできたねで終わらせちゃいけないの

が、やっぱり私たちの役目なのかなっていう

ところで、じゃあどう活用していくかどう取

り組んでいくといいかということになると、

例えば資源マップを一般に公開するのはどう

だろう、ホームページとかに公開するのはど

うだろう、あるいは足立区のホームページに

公開するのだとか、例えば区のホームページ

に公開しないとしても、例えば相談支援専門

員はデータとしていつもアクセスできる、あ

るいは民生さんとか親の会に配布するのはど

うだろうか、あるいは相談支援専門員ネット

ワークで共有するのはどうだろうか、少しそ

のレベル、公開のレベルが違いますけれども、

ともかくできたと終わらせず、共有する、使

っていくっていうことを目指すのはどうだろ

うか、あと民生さんとか、２グループの中で

連携の強化っていうのが書いてありますけれ

ども、障がい相談支援専門員が他の領域の方

と繋がっていくっていうこともすごく大事で、

その仕組みを考えていくことも必要なんだな

と思いました。あと相談支援専門員の力量を

そのこういうそのツールをね、活用していく

には力量をどう上げていくかを考えることと

か、相談支援専門員のそもそもの数をどう増

やしていくかを考えるということも必要なの

かなあ、相談できる人は安心して相談できる
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人を増やしていくっていう意味では、数を増

やしていくことも必要なのかなっていう、そ

んな話合いを１グループではしました。以上

です。 

 

〇 森部会長 

中出さんお願いします。 

 

〇 中出委員（２グループ） 

第２グループです。中出です。お願いしま

す。まず２グループで足立区の現状を出して

みました。強みの部分ですが、社会資源が豊

富だよねっていう話が挙がりました。あとは

希望していればつながる先もあります。相談

窓口があるよねっていう話が出ています。そ

れと５か所、地区ごとに援護係さん、保健セ

ンターのサポート窓口があるという所か強み

かなというところで、人が集まりやすいんじ

ゃないかっていうところで話が出ました。 

それを受けて地域課題っていうところで三

点に絞られています。一つ目が全ての疑問が

わかる仕組みになっていないということで、

これ具体的にですね、利用する方の側からす

ればご本人が問題を抱えているっていうふう

にわかっていても、例えば作業の関すること

だったら作業所、医療面だったら訪問看護と

か途切れ途切れになってしまうので、そうじ

ゃなくてその人の生活まるっとですね、すべ

て抱えて疑問がわかる、疑問ていうか課題が

わかる仕組みだったりとか、人がいないって

いうところがあります。二つ目、数はあるん

ですが、充足してないサービスがあるという

ことで、人材難も含めてですね、足立区には

例えばですね、強みになるところでは居宅介

護なんかもたくさんあるんですけど、たくさ

んある傍らですね、それなのにヘルパーが足

りてないとか、なかなかサービスを使いたい

のに使えてないっていうところがあるかなと

いうところで、課題に挙がっています。三つ

目、自分から相談できない人への寄り添いア

ウトリーチが難しい状況にあるっていうとこ

ろで、先程１グループから挙がったんですけ

ども、自分から相談できる人は相談窓口に行

けるんですけど、そうじゃなくてと引きこも

りの方だったりとか、なかなか外に出れない

方へのアウトリーチというのが難しい状況が

あるということで挙がっています。 

それを受けて相談支援部会として取り組め

ることにつながるんですけど、これは理想に

なります。１グループで考えた理想案として、

一つ目福祉まるごと相談っていうことで、キ

ーワードで答えが出たりとか相談できるシス

テム、ＩＴの活用というところも含めて、相

談に行かなくても何かしたいワードを打ち込

めば例えば気軽に相談してくださいとか、そ

ういうシステムがあるといいよねというとこ

ろになりました。二点目、数が充足していな

いサービスっていうところでは、人材難も含

めてなので、今働く側の処遇改善、ちょっと

現実的なんですけども、そこと相談支援専門

員に限らずみんなが相談員であればいいよね

っていう話が挙がりました。三つ目ですね、

自分で相談に行けない人に対して実態把握が

できてるといいかなというところと、特に単

身引きこもりの方っていうのは、漏れること

なく全員把握できるといいんじゃないかなっ

ていうところで挙がりました。 

具体的な取り組み方法なんですけど、ここ

はもう一、二、三まとめてですね、連携の強

化というところに話が繋がりました。日頃か

ら声をかけられる関係性があるといいなとい

うところで、医療、教育、高齢、生保、金銭

面の相談のところと、地域住民の理解、知識

も含めて、もうまるまる垣根もなく、なかな

か情報管理ってところが難しい状況があるん

ですけど、連携できると本当はいいかなって
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いう話になってます。地域住民の理解、知識

というのは、サービスだとか専門分野とかそ

ういうの関係なくですね、実際のところ学校

時代から、例えば教育を受けて精神分野だっ

たりとか知識があると、やっぱり周りから見

てあの方はどうなんだろうっていう気付きに

なったりとか、その方からの相談に繋がると

いったところも期待できるかなという話があ

ったところです。 

 

〇 森部会長 

ありがとうございました。どちらのグルー

プも、すごくよくまとめてくださって。ポイ

ントになるのは、そんなに大きく差はないの

かなっていう気が若干しました。やっぱり相

談の窓口にどういうふうにつながっていくか、

連携をどういうふうにとっていくか、連携の

方法だったりとか、多職種連携っていうんで

すかね、投げかけ方であったりとか、重層的

なとか、縦にも横にもやっぱり繋がっていか

なきゃいけないという、やっぱり皆さんの共

通したものなんじゃないかなあと思います。

あとは処遇改善ね、相談員の数を増やすだっ

たりとか、人材不足をどう補っていくかとい

うところかなあと思います。 

各グループの内容だけじゃなくて、お互い

の内容を見ていただいてですね、このあとも

う少し次年度に向けての取り組みということ

で、少し時間短くなっちゃうんですけど、５

０分まで、まず次年度何から始めようかなっ

ていうところを少しまとめていきますが、結

論出なくても構わないので揉んでいただけれ

ばと思います。５０分までに次年度まず、取

り組んだらいいかな、どういう具体的なやり

方でやっていったらいいか、ご意見として出

していただけたらと思います。よろしくお願

いします。 

 

～グループに分かれて検討～ 

 

〇 森部会長 

お話が盛り上がっているところですが、お

時間ですので締めさせていただけたらと思い

ます。では次年度の取組み、次年度部会で検

討していきたい内容についてお知らせくださ

い。また１グループからでいいですか、２か

らがいいですか。 

 

〇 青木委員 

１グループはですね、ＩＴ化ですね、キー

ワードになるのは。ＩＴ化することで、色々

なバリエーションがあるはずだということで、

例えば横の繋がりを作るのに、今ラインとか

すぐに相談できる、そういうこういろんな仕

組みがあるので、そういうものも含めて瞬発

的に、あっこれ聞きたいなというのをわざわ

ざ行かなくても、会いに行ったりしなくても、

窓口とかに行かなくても相談できるような仕

組みだとか、そういうことを考えていくのは

どうだろうかと出ました。 

あと２グループにあった、みんなが相談員

になるということを考えること、あるいはそ

の安心して相談できる仕組みづくりを改めて

どうしていくのかっていう、今年度のこの今

期の２年間の取り組みを踏まえた上での仕組

み作りを、更に考えていくといいのかなとか、

それで民生委員さんは必ずその会議に出ねば

ならないという決まりがあるようですが、私

達相談支援ネットワークはなかなか参加率が

上がらないというところが課題としてあると

なった時に、どうやってネットワークの参加

を上げて、結果的にそれが質の向上につなが

るかというところにつながっていくのかなと

いうことも、検討していくのかなっていうよ

うなお話になりました。以上です。 

 



8 

 

〇 森部会長 

では２グループさんお願いします。 

 

〇 中出委員 

２グループ中出です。三つ挙がりました。

まずまるごと相談の検証ということで、まる

ごと相談をまず設置しなきゃいけないんです

けど、どこかに窓口を設置して、今は一つの

ことを相談したら、これうちじゃないですよ

とか、これはこっちに相談してくださいって

いうふうになってしまうんですけど、そうじ

ゃなくて、まず何でも受け止めてくれる窓口

を作れるといいかなっていうところです。ゆ

くゆくは、それがちゃんと充分かどうかって

いう検証をしていって、議論していけるとい

いかなというところで挙がりました。 

二つ目、部会、地域自立支援協議会の中の

部会がある中で、そこと相談支援部会だけじ

ゃなく他との連携が取れるといいかなという

ところで、今までの話の経緯もあって引きこ

もり支援協議会との連携だったり、意見交換

の場を設けるっていうのはどうだろうかって

いう話が挙がりました。 

三つ目家族会だったり、親の会、父母の会

を活かしていくというところで、まずはみん

なの、ゆくゆくはなかなか相談に行けない方

達の相談にアウトリーチで入っていければい

いんですけど、まず最初は家族会、親の会、

父母の会で、例えば参加してそこから声を拾

っていっていうところで、情報を集めていっ

たり、連携を図っていったり、意見交換って

いうところをしていくと、何かしら動きとし

て進められるんじゃないかと挙がったところ

です。 

 

〇 森部会長 

ありがとうございました。二グループとも

ありがとうございました。やっぱり相談のど

んな窓口とか、どんな繋がりを作っていくの

かってっていうのは、大事なことなんだなと

感じたところです。今期とこの２年前のシー

ズンの時にあの水害時っていうところで、皆

さんに協議していただきましたが、次年度に

関しても、もしかしたらそんなこと絶対ない

とは限らないですね。こんな話をしてねって

いうことが出てくるかもしれないところでは

ありますけれども、今年度最後の今日は部会

になっておりますので、たぶんこのメンバー

がそのまま揃うことはもう二度とないかもし

れないですけれども、皆さんから出たどちら

のグループからも出ている、やっぱり横のつ

ながり、家族会、親の会、父母の会ですね、

あと民生委員さんも含めて、ここに行政もし

っかり取り込んでいくっていうことが必要な

んだと思いますので、そこをどういうふうに

繋げていくかっていうのは、しっかりやって

いかなきゃいけないところではないかと思い

ます。あとＩＴ化、ネットワークっていうと

ころにも繋がるというのに、どういう風にそ

ういう最新の武器っていう時代に沿った武器

を活用しているところも、次回１年間で検討

していけたらいいんじゃないかなっていうふ

うに思いました。 

はいでは、活発な意見たくさんあの出して

いただいてありがとうございました。これで

私に課せられたお題は取り組めたかと思いま

すので、５分残しで事務局に返したいと思い

ます。よろしくお願いします。 

 

〇 佐々木事務局員 

今日は皆さんありがとうございました。今

部会長の方からもありましたけれども、今日

が今期の最終ということになりました。これ

まで２年間取り組んできたことを、総括して

いただくというところで進んでいったという

ところでは、この今日の部分をですね、また
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本会議等でご報告させていただいて、新たな

ものに挑戦していくというところになろうか

と思います。一応今期最後というところでは、

おっしゃるようにこのメンバーで集まるのが

最後かもしれないっていうところがあります

けれども、自立支援協議会自体はまだまだこ

の先もずっと続いていくわけです。それで相

談支援の部分に関しても同じようになります

ので、また相談支援部会としてですね、再度

こちらのところで協力したいという方もいら

っしゃるかなと思いますので、また体制変更

もある中ではありますけれども、年度の変わ

るタイミング位のところではですね、次期に

向けてのお話を進めさせていただこうと思い

ますので、よろしくお願いいたします。それ

で来期の分に関しては、本会議の後に招集み

たいなイメージになろうかと思いますので、

実際には７月とか、それ位の時期に第１回目

が行われるのではないかと思いますけれども、

またそこに関してはご案内の方はしていきま

すので、よろしくお願いいたします。 

 

〇 和田事務局員 

ＩＣＴの件だとか、まるごとの話も出てた

ので、今足立区の方で目指してるところで、

既にプレスされている健康づくりセンターの

イメージの資料を印刷しましたので、そちら

もこれからまた皆様のご意見を踏まえて今後

の形を作ることになるかと思いますので、配

布させていただきたいと思います。よろしく

お願いいたします。 

 

〇 佐々木事務局員 

それでは以上をもちまして、第３回相談支

援部会を終了させていただきます。ありがと

うございました。 

 

                  以上 


